
様式２（目次・Ａ４サイズ）プロジェクト名称 プロジェクトの目的、概要及び具体的な成果目標 プロジェクト期間 具体の事業・施策（名称） 具体の事業・施策（事業概要） 事業費（計画全体）（単位：千円） 事業費（平成21年度）（単位：千円） 政策分野の分類（①～⑪） 新規・継続の区分CATV整備事業 旧浜田市（未整備エリア）、旧金城町（一部エリア）、旧旭町（支所周辺）、旧弥栄村（支所周辺）にCATV網を整備。 2,333,768 639,070移動通信用鉄塔整備事業 旭町坂本地区、弥栄町笹目原地区、旭町来尾地区に、CATV網の光ファイバーを利用した移動通信用鉄塔施設を整備。 147,292 117,3262,481,060 756,396担い手の育成･確保事業 担い手の育成及び確保、また、担い手への農地の利用集積等を実施し、地域農業の構造改革を図る。 81,915 27,305耕作放棄地再生利用推進事業 浜田市の農用地における耕作放棄地面積約70haを解消し、安全で安心な農産物の供給や地産地消の推進を図るため、耕作放棄地の再生利用を推進する。 20,000 20,000生産拡大緊急対策出荷奨励助成事業 安全・安心な農産物を求めて、産直市が売上を伸ばしている中、更なる生産量拡大・生産者確保を目的とし、JAきんさい市への出荷奨励事業を実施する。 37,800 12,600林業振興事業（林業活性化事業） 造林又は森林の下刈り、枝打ち、間伐等材木の健全な成長を促進する作業のための事業を行う者に対して、その事業に要する費用の一部助成をすることにより、森林の適切な整備を図り、もって水源のかん養及び自然環境の保全に資することを目的とする。 18,000 6,000農道等整備事業 農業生産性の向上及び農産物流通の合理化を図るとともに、農村地域の生活環境の改善に資するための農道を整備する。 6,332,000 811,000弥栄自治区地域自治機能活性化支援事業 弥栄自治区内の２７自治会を７ブロックに分割し、その７ブロックに弥栄支所の職員を配置し、自治会が策定する地域活性化計画の策定と事業実施を支援する。 57,984 20,1546,547,699 897,059

⑤

http://www.city.hamada.shimane.jp/machi/seido/ganbaru.html

平成19年度から平成21年度
平成19年度から平成21年度
http://www.city.hamada.shimane.jp/machi/seido/ganbaru.html 継続

継続
総　　　　　　　計（目的、概要）　中山間地域の振興を一層促進するため、地域の特性を活かした農林業の活性化を図り、地域間における利便性の高い道路網の整備を進める。また、自治会による地域活性化を支援する。情報通信基盤整備プロジェクト （具体的な成果目標）●CATV網整備　　整備世帯数（カバー率）　・H19　1,898世帯 （88％）　・H20　1,772世帯（96％）　・H21　　700世帯（100％）　※平成20年度末時点における加入可能世帯数 22,047世帯（カバー率94％）●移動通信用鉄塔整備　・H19　旭町坂本地区：50世帯　１基  ・H21　旭町来尾地区：36世帯　１基  ・H21　弥栄町笹目原地区：33世帯 １基

（目的、概要）　国のe-Japan戦略以降、ブロードバンド環境の整備が加速されたが、当市では採算性などの面から、民間事業者のみによる整備が困難な状況となっており、市内においても情報格差が生じている。また、携帯電話についても、同様の理由から整備が進まず、利用が出来ない地区が多数存在している。　これらの地区の情報格差を解消し、地域の情報を積極的に発信し、定住を促進するため、CATV網の整備と移動通信用鉄塔施設の整備を推進する。
（具体的な成果目標）担い手集積目標；農地242.7ha集積率6.58％→249.7ha集積率6.77％環境保全活動；エコファーマー　23名→150名 ⑪中山間地域振興プロジェクト 総　　　　　　　計



様式２（目次・Ａ４サイズ）プロジェクト名称 プロジェクトの目的、概要及び具体的な成果目標 プロジェクト期間 具体の事業・施策（名称） 具体の事業・施策（事業概要） 事業費（計画全体）（単位：千円） 事業費（平成21年度）（単位：千円） 政策分野の分類（①～⑪） 新規・継続の区分子育て支援事業 放課後児童クラブ設置事業～乳幼児医療費助成事業 722,719 270,496子ども対象事業 青少年健全育成推進事業～スクールコンサート事業 15,385 5,906環境づくり・情報提供事業 児童生徒安全対策推進事業～教育資源の発掘・保存事業 16,082 5,343754,186 281,745「はまだ産業振興機構」運営費 企業・事業者に対する集中的・密着的な支援を行う産業振興の牽引組織である「（仮称）はまだ産業振興機構」を設立する。 21,572 9,109「ロシア貿易プロジェクト」推進支援 浜田港を利用したロシア向け輸出の拡大を図る。 3,000 0「ものづくりスタートアップ事業」補助金 新製品・新技術の開発、販路拡大、特許取得などを支援することにより、産業の活性化を図る。 12,000 0「石州瓦等利用促進事業」補助金 石州瓦産業及び地域材利用による建築関連産業の活性化で石見地場産業の振興を図る。 22,280 7,98058,852 17,089環境整備支援事業 島根あさひ社会復帰促進センター整備・運営において、国、県、周辺の自治体、経済界及び地域住民との緊密な連携・連絡調整を図る。 16,729 2,517ハード整備 上下水道、住宅等を整備する。 899,138 0915,867 2,517
（目的、概要）　「産業振興ビジョン」に基づき、産業振興の中核を担う「はまだ産業振興機構」の設置による地場企業への支援。域外マネー獲得の可能性が高い「ロシア貿易促進プロジェクト」の推進。地場企業へのものづくりに関する開発・販路開拓等の支援、地場産業振興のための「石州瓦利用促進」の助成など、地場産品の発掘やブランド化にむけて集中的に取り組む。 平成19年度から平成21年度 ② 継続（具体的な成果目標）・ロシア貿易新規開始企業数　５社・新商品・新製品・新技術開発件数　２５件 総　　　　　　　計http://www.city.hamada.shimane.jp/machi/seido/ganbaru.html

⑪ 継続総　　　　　　　計ふるさとで育む「笑顔いっぱい子どもたち」プロジェクト
平成19年度～平成21年度

産業振興パワーアッププロジェクト
（具体的な成果目標）　　・地元雇用の創出(パートを含め約340人の新規雇用）　　　 Ｈ２０．５月末現在　１７２名内定採用　　→Ｈ２１．５月末現在　２７１名内定採用 継続

http://www.city.hamada.shimane.jp/machi/seido/ganbaru.html
⑪

（目的）　次世代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つ環境をつくり、豊かな心の形成を図る。（概要）　地域における連携のもと、子育て支援体制を整備し、子どもを対象とした各種事業を展開する。また、子どもたちにとって安全で安心な環境づくりを進める。 平成19年度から平成21年度（具体的な成果目標）延長保育受け入れ可能施設数　【18→25施設】、ボランティアカード発行枚数【100枚→200枚】、「声かけ事例」の発生件数【16件※18年度→0件】　　など
http://www.city.hamada.shimane.jp/machi/seido/ganbaru.html矯正施設（島根あさひ社会復帰促進センター）関連プロジェクト （目的、概要）　　平成21年10月、待望の開所を迎えた「島根あさひ社会復帰促進センター」整備・運営事業において、地域との共生の実現、地域活力の増大に向けて、国、民間事業者、地元経済界など関係機関と連携のうえ推進を図る。 総　　　　　　　計


